




























































Interview with Taichi Yamada (1)
About Ghost Stories, Strange Phenomenon Stories and Strange Stories
質問　三　浦　正　雄・馬見塚　昭　久
MIURA, Masao  MAMIZUKA, Akihisa
回答　山　田　太　一  氏
キーワード ： 山田太一、怪談、怪異















































































































































な ん て 想 像 が 膨 ら ん で い っ ち ゃ っ た ん で す。
「あっ、これは書ける。」と思って、それで一気に
書きました。
○すごく完成度の高いホラーでした。次に、『遠くの
声を捜して』５）について、お尋ねします。
山田）学生時代に失恋したことがあって、山手線に
昼間、夏、乗っていたら、電車がものすごく満員
なんですよ。当時の原宿駅は、乗る人のあまりい
ない駅だったんです。山手線が止まってドアが開
くと、蝉の声がわーっとして、人は余り降る人も
乗る人もいないんですよ。満員なのにシーンとし
ている、こんなに電車って静かなんだ、って思い
ました。で、僕は、失恋でまいってたんで、こん
なに人がぎっしりいて誰も何もいわないという現
実を打ちこわしたくなったというのかなあ。僕が
もし心底から、心をこめて「私と同じ寂しい人い
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ませんか。いたら心でいるよ」といってみて下さ
い。その心の声は私の心に届くかもしれない、と。
すると、聞こえてしまったという人がいたら、そ
んなばかな空想から書いたんですよ。
　　そしたら、河合隼雄さんが『異人たちとの夏』
をほめてくださっていて、その後の新作ができた
というのでこれもお読みくださり、これは分裂病
になる初期の症状で、それを小説に書きましたね、
と６）。私は、全くそんなことを考えたこともなく
て。じゃあ、僕は分裂病でしょうか。いや、あな
たはこれを書いたから助かったんじゃないかって。
○心理学的に見ても、とても良くできていると、河
合先生がほめていらっしゃいましたね。
山田）ええ、でも、僕は全くそんなことは考えてい
なくてね。ただそんなことで物語ができていった
んです。ですから、三部作ともどれも書く動機は
神秘的なことではないんです。
○先生が脚本をお書きになり始めた当初は、和やか
なステレオタイプの家族像を描くという流れが
あった。それを息が詰まるように感じられ、打ち
破ろうとなさった。『岸辺のアルバム』７）も、そ
の流れの上にあったかと存じます。しかし、リア
リズムで過去のドラマを打ち破ることにも、物足
りなさを感じられたのですね。
山田）そのラインでずっと行くのはつまらないと
思ったんです。営業的にもね。テレビ局も今はわ
りあいファンタジーを受け入れる傾向があるけど、
その頃はSFやファンタジーっぽいものはお客さ
んは喜ばないという先入観があったんです。結局、
小説で書いたのは、テレビで企画を出したって受
け入れられないだろうと思ったからなんです。テ
レビでは企画会議をして、やるかどうか決めます
でしょ。小説の場合は編集者がわかってくれれば、
それで書き出せちゃう。テレビの場合は、恋人同
士がいて片方がだんだん若くなっちゃって、なん
て言ったら、もうそれでダメと言われちゃう。企
画が通りっこないと思ったから、小説に書いたん
です。
　　私が書いたものはホラーではない、自分が書き
たいと思って書いたんですね。だから、僕の内部
にそういう欲求があって、それは僕だけであるは
ずがないから、きっと共感してくれる人がいるだ
ろう、と思ってはいました。河合さんをはじめと
して思いがけない人が読んでくださって、おもし
ろいと言ってくれて、映画にもなって。でも、そっ
ちのラインだけでずっと行こうとは思わなかった
ですけど。
注
１）寺山修司…1935年―83年。歌人、劇作家。代表
作『田園に死す』。劇団天井桟敷主宰。
２）『飛ぶ夢をしばらく見ない』山田太一作。新潮社。
1985年。
３）『異人たちとの夏』山田太一作。新潮社。1987年。
山本周五郎賞・日本文芸大賞。
４）木馬館…東京浅草にある大衆劇場。東京大衆演
劇協会が運営する。
５）『遠くの声を捜して』山田太一作。新潮社。1989年。
６）『こころの声を聴く　河合隼雄対話集』河合隼
雄著。新潮社。1995年。
７）『岸辺のアルバム』連続テレビドラマ。TBS系。
全15回。制作…大山勝美。原作・脚本･･･山田太一。
出演…八千草薫・杉浦直樹・中田喜子・国広富之、
他。1977年。
注記）本稿は、2015年７月31日に川崎市にて、三浦・
馬見塚が山田太一氏にお会いして、直接イン
タビューした録音を活字におこし、読みやす
い形にするため若干の編集を加えたものであ
る。
